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理事長　年頭所感
　今日、シルバー人材センターは、高齢社会を支える重
要な役割を担っています。国の「生涯現役社会の実現」
に向け、より機能強化・機能発揮を求められており、地
域企業の活性化をはじめ、介護予防サービスや子育て支
援、派遣事業などへの取り組みも急務となっています。
　このようにセンター運営も改革を余儀なくされてきて
いる中で、今後消費税率の引上げやＴＰＰ合意に係る景
気の動向などの問題も考えられます。国や全シ協などの
動向を十分見極めた中での事業運営と更なる就業拡大・
会員拡大に努めていく考えです。
　全国・全道的に会員数、受注額が減少する中、当セン
ターは前年度を上回る実績が見込まれています。会員の
皆さんの日頃の努力と市民の皆さん、行政、企業などの
ご理解とご支援の賜物と思っております。
　今年も皆さんが元気で活躍されることを期待しています。

地域貢献・市民交流
　センターでは、公共施設の剪定・
除草作業などの奉仕活動や保育園
児との花壇作りなど、地域社会貢
献活動を続けています。
　また、市民を対象に寄せ植え講
習会や夏休み子ども木工教室を開
催。木工教室では子どもたちが、会
員の指導で電動ドライバーを使い
椅子を製作。シルバー事業の普及
と市民との交流を深めています。
　シニア世代の活躍が求められる
時代。高齢者の豊かな知識・経験・
技術を活かし、「社会の支え手」
として地域社会の活性化に努めて
います。

・

寄せ植え講習 夏休み木工教室

保育園へ花苗・花壇づくり 一日奉仕デー
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資
格
を
取
得
し
た
方
は
、
派
遣
に
よ
る
就

業
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

問　

派
遣
と
請
負
で
は
、
雇
用
条
件
や
待

遇
に
違
い
が
あ
り
ま
す
か
。
派
遣
で
高
齢

者
の
雇
用
が
増
え
て
く
る
と
、
現
役
世
代
・

若
者
の
待
遇
や
職
場
の
浸
食
な
ど
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
す
か
。

答　

派
遣
に
つ
い
て
は
、
道
シ
連
と
雇
用

関
係
の
あ
る
労
働
者
と
な
る
の
で
、
労
働

関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
、
労
災
保
険
に
加

入
と
な
り
ま
す
。
賃
金
は
職
種
に
よ
り
配

分
金
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
最
低
賃
金

の
適
用
、
一
定
期
間
の
就
業
に
よ
り
有
給

休
暇
が
取
得
で
き
ま
す
。

　

本
年
度
の
地
区
懇
談
会
は
、
１
月
27
日
か
ら
２
月
18
日
ま
で
９

地
区
で
開
催
さ
れ
、
１
５
１
人
が
参
加
（
参
加
率
30
％
）。
地
域
班

長
の
進
行
に
よ
り
、
理
事
長
の
挨
拶
、
出
席
者
の
自
己
紹
介
の
後
、

事
務
局
か
ら
は
、「
12
月
末
事
業
実
績
」「
講
習
会
・
行
事
実
施
状
況
」

「
就
業
中
の
事
故
」「
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
」「
配
分
金
の
見
直
し
」「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
取
り
扱
い
」
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
、
質
疑
と
意

見
交
換
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
意
見
、
要
望
を
参
考
に
セ
ン
タ
ー

事
業
の
発
展
に
向
け
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
質
疑
内
容
は次の

と
お
り

問　

介
護
の
仕
事
を
す
る
の
に

資
格
が
必
要
で
す
か
。

答　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
北
広
島
市
で
は
、
要
支

援
1
・
2
な
ど
比
較
的
軽
度
な

方
に
対
す
る
訪
問
介
護
・
通
所

介
護
の
予
防
給
付
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
か
ら「
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、

比
較
的
軽
度
者
へ
の
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
の
資

格
の
な
い
会
員
も
、
清
掃
、
買

い
物
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、
市
と
も
協
議

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
道
シ
連
が
主
催
す
る

介
護
職
員
初
任
者
研
修
な
ど
で

　

高
齢
者
の
労
働
力
が
必
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
か
ら
、
企
業
な
ど
へ
の
派
遣
が

増
え
て
く
る
見
込
み
で
す
。
シ
ル
バ
ー
も

「
生
き
が
い
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
な
が

ら
も
「
働
く
場
」
を
提
供
す
る
組
織
へ
と

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

問　

最
近
高
齢
者
の
事
故
が
多
い
の
で
、

自
動
車
の
運
転
や
健
康
状
態
の
管
理
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。
問
題
が
起
き
る
前
に

健
康
診
断
の
呼
び
か
け
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
を
提
出
す
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

答　

健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
会
報
や
地

区
懇
談
会
な
ど
で
啓
発
し
て
い
ま
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ん
も
同
じ
職
場
の
中
で
、
健

康
状
態
に
つ
い
て
お
互
い
声
を
掛
け
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
健
康
診
断
な
ど
の
報
告
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

配
分
金
の
見
直
し
は
、
最
低
賃
金
改

定
の
都
度
見
直
す
の
か
。

答　

配
分
金
見
積
基
準
に
つ
い
て
は
、「
配

分
金
規
約
」
に
あ
る
と
お
り
、
社
会
的
相

当
配
分
の
原
則
に
基
づ
き
、「
そ
の
地
域

に
お
け
る
最
低
賃
金
な
ど
を
尊
重
し
社
会

的
に
相
当
な
内
容
の
も
の
と
す
る
」
と

な
っ
て
お
り
、
現
行
配
分
金
基
準
表
の
範

囲
内
で
最
低
賃
金
を
尊
重
し
改
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
派
遣
の
賃
金
と
請
負
の
配

分
金
と
の
均
衡
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
配
分
金
基
準
表
の
全
面
的
な
見
直

し
は
、
近
隣
シ
ル
バ
ー
を
参
考
に
消
費
税

率
引
上
げ
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

シ
ル
バ
ー
会
員
を
全
国
で
１
０
０
万

人
に
拡
大
す
る
目
標
で
あ
る
が
、
増
加
に

対
応
し
た
就
業
の
確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。

今
後
の
高
齢
者
就
業
対
策
は
、
市
町
村
が

中
心
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

高
齢
者
世
帯
も
増
加
し
て
き
て
お
り
、

地
域
の
見
守
り
や
支
援
的
な
こ
と
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

派
遣
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
多
様
な
就
業
の
機
会
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
機

関
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
協

議
会
を
組
織
し
、「
地
域
高
年
齢
者
就
業

機
会
確
保
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
高
齢
法
を
改
正
す
る
方
向
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
貴
重
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

地　　区 会 員 数 参加会員

第１地区 57 14
第２地区 43 21
第３地区 69 23
第４地区 55 17
第５地区 71 19
第６地区 85 18
第７地区 80 16
第８地区 29 14
第９地区 21 9
合 計 510 151

参　加　状　況

第４地区

地 区 懇 談 会
地域班の活動がセンターを元気にする

27年度 26年度 増減
登録会員数（人） 509 503 6
就業実人員（人） 423 417 6
就業延人員（人日） 35,140 33,985 1,155
就 業 率（ ％） 83.1 82.9 0.2
受 注 件 数（ 件 ） 2,571 2,466 105
受注金額（千円） 162,042 157,520 4,522

公 共 76,836 70,876 5,960
企 　 業 55,707 58,264 ▲ 2,557
家 　 庭 23,599 22,436 1,163
独 自 事 業 5,900 5,944 ▲ 44

派遣契約（千円） 7,864 157 7,707

事 業 実 績 各年12月末現在
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私
た
ち
会
員
は
、
作
業
は
安
全
第
一

を
心
が
け
、
常
に
健
康
に
注
意
を
払
い
、

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
安
全
就
業
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
事
故
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
２
月
末
現
在
、

物
損
事
故
が
２
件
、
傷
害
事
故
が
２
件

発
生
し
て
い
ま
す
。
傷
害
事
故
で
は
草

集
め
作
業
中
に
斜
面
で
転
倒
し
足
首
を

骨
折
、
公
園
巡
視
清
掃
作
業
中
に
腐
り

か
け
た
木
の
枝
を
切
ろ
う
と
し
て
脚
立

か
ら
落
下
し
股
関
節
の
骨
折
で
入
院
治

療
と
な
り
ま
し
た
。

　

慣
れ
た
仕
事
ほ
ど
油
断
が
禁
物
で
す
。

高
齢
者
の
事
故
は
、
重
傷
化
・
長
期
化

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

安
全
委
員
会
で
は
、
安
全
就
業
対
策

基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、
年
間
実
施
計
画

を
作
成
し
て
い
ま
す
。「
安
全
委
員
・
職

群
班
班
長
を
中
心
と
し
た
安
全
管
理
体
制

の
充
実
」「
未
然
の
事
故
防
止
対
策
の
徹

底
と
事
故
原
因
の
分
析
・
再
発
防
止
策
を

検
討
し
、
事
故
概
要
や
対
策
を
周
知
」「
就

業
現
場
の
点
検
活
動
な
ど
環
境
の
整
備
」

「
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
安
全
教
育
の

推
進
」「
定
期
的
な
健
康
診
断
な
ど
健
康

管
理
意
識
の
啓
発
」
を
重
点
に
し
、
安
全

の
心
得
11
カ
条
や
作
業
別
安
全
就
業
基
準

の
周
知
・
遵
守
を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

「
事
故
ゼ
ロ
」
の
実
現
に
は
会
員
一
人

一
人
の
安
全
就
業
に
対
す
る
意
識
と
行
動

が
何
よ
り
重
要
で
す
。
危
険
予
知
と
安
全

確
認
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

安

就
全

業
の
推
進

就
業
時
に
お
け
る

事
故
発
生
件
数

年度件 26 272524

7

6

5

4

3

2

1

0

物損 傷害 交通事故
（27年度は2月末現在）

　
　
見
逃
す
な
　
ヒ
ヤ
リ
で
済
ん
だ
　
あ
の
経
験

安全大会で

事故ゼロを誓う

全
国
統
一

　
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

地
域
の
文
化
、
木
の
香
り
を
求
め
て
道
内

の
工
房
を
訪
ね
、
技
術
の
研
鑽
に
努
め
る
木

工
班
会
員
と
下
村
理
事
長
が
、
作
年
９
月
３

日
・
４
日
、ニ

セ
コ
・
黒
松

内
の
木
工
房

な
ど
を
視
察

研
修
し
て
き

ま
し
た
。

　
［
１
日
目
］

ニ
セ
コ
町
の

最
初
の
訪
問

先
は
「
家
具
工
房
シ
ン
プ
イ
」（
ア
イ
ヌ
語

で
「
泉
」）
へ
。
こ
の
工
房
は
椅
子
な
ど
の

注
文
製
作
が
主
で
、
職
人
さ
ん
の
「
世
界

に
１
点
」へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
す
。

　

２
カ
所
目
は
「
木
工
房W

EST
  HORSE

」。

こ
の
工
房
で
は
椅
子
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
注

文
品
の
ほ
か
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
時
計
、
額
な

ど
を
製
作
し
て
お
り
、
作
品
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
か
ら

細
か
い
部
分
ま
で
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
カ
所
目
の
「
湯
ノ
里
デ
ス
ク
」
は
小

学
校
の
廃
校
跡
を
利
用
し
た
工
房
で
す
。

工
作
室
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
充
実
。
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
な
ど
無
垢
の
木
が
素

材
で
、
自
然
の
木
の
色
の
作
品
ば
か
り
。

「
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
価
値
を
増
す
も
の
」

「
丈
夫
」
で
「
美
し
い
」
も
の

づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
［
２
日
目
］
ブ
ナ
北
限
の
地
、

黒
松
内
に
あ
る
博
物
館
「
ブ
ナ

セ
ン
タ
ー
」
と
「
道
の
駅
く
ろ
ま
つ
な
い
」

を
視
察
。
道
の
駅
で
は
、
地
場
産
品
を
販

売
し
て
お
り
、
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
の
備
品
類

はW
E

ST
  H

O
RSE

」
の
作
品
を
使
用
。

土
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
同
工
房
の
小
物
雑
貨
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
３
工
房
の
個
性
的

な
作
品
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
の
製
作
現
場

を
視
察
し
、
木
の
特
徴
に
よ
り
加
工
次
第

で
あ
ら
ゆ
る
形
状
や
用
途
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
な
ど
、
大
い
に
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
研
修
後
、
工
房
か
ら
頂
い
た
端

材
を
使
い
阿
部
会
員
が
製
作
し
た
今
年
の

干
支
「
猿
」
の
置
物
は
、『
月
間
シ
ル
バ
ー
』

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
市
役
所
新

庁
舎
に
置
け
る
よ
う
な
作
品
づ
く
り
に
も

生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

木工班視察研修の報告

　

倉
島
美
栄
会
員
が
、
平
成
27
年
度
ア

イ
ヌ
工
芸
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
（
ア
イ
ヌ
文

化
振
興
・
研
究
推
進
機
構
主
催
）
の
一
般

作
品
部
門
で
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ア
イ
ヌ
文
化

の
伝
統
的
な
技
術

の
復
元
や
そ
の
向

上
、
芸
術
活
動
の

振
興
を
図
る
た
め

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

手
芸
同
好
会

　倉
島
会
員
奨
励
賞
を
受
賞

　
受
賞
作

▲
「
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」
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日　時　5月11日～13日　午前10時～午後5時〔最終日4時〕
会　場　エルフィンパーク交流広場

2016 16

事
業
計
画
の
推
進

　

セ
ン
タ
ー
で
は
「
請
負
・
委
任
」
で
の

就
業
の
ほ
か
、
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る

た
め
「
シ
ル
バ
ー
派
遣
」
に
よ
る
就
業
を

増
や
し
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
は
、
労
働

者
派
遣
法
が
改
正
さ
れ
、「
い
わ
ゆ
る
派

遣
期
間
３
年
問
題
」
が
解
消
。
さ
ら
に
、

就
業
時
間
の
要
件
緩
和
が
進
む
と
、
よ
り

就
業
の
場
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

国
の
事
業
費
補
助
は
、
派
遣
就
業
人
員

を
基
準
に
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
は
、

２
千
人
日
以
上
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
介
護
・
日
常
生

活
支
援
な
ど
に
元
気
な
高
齢
者
に
社
会
を

支
え
る
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

域
の
要
請
に
応
え
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
し
て
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

女
性
委
員
会
の
活
動

旭
川
市
シ
ル
バ
ー
と
の
研
修
・
交
流

　

女
性
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
９
月
10

日
、
旭
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
役
員
、
事
務
局
職
員
と
の
情
報

交
換
、
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

女
性
会
員
は
全
体
の
３
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
女
性
の
会「
か
た
く
り
の
会
」で
は
、

会
員
の
生
き
が
い
の
充
実
、
就
業
の
場
の

拡
大
に
向
け
、
特
に
研
修
や
講
習
会
に
力

を
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
高
齢
者
生
活

援
助
講
習
会
や
介
護
実
技
講
習
会
、マ
ナ
ー

接
遇
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
女
性
会
員
の

資
質
、
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
登
録
の
際
に
は
、
希
望
す

る
仕
事
を
詳
細
に
把
握
し
、
女
性
会
員
の

就
業
開
拓
に
努
め
て
い
ま
す
。

講
習
会
・
講
座

　

料
理
講
習
会
は
、
平
成
27
年
７
月
22

日
、
広
葉
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
会
員
を
講
師

に
コ
ー
ヒ
ー
と
軽
食
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
男

女
合
わ
せ
て
20
名
の
会
員
が
参
加
し
、

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
収
穫
か
ら
焙
煎
、
挽
き
方
と

保
存
方
法
、
家
庭

で
で
き
る
美
味
し

い
コ
ー
ヒ
ー
の
入

れ
方
な
ど
コ
ー
ヒ 

ー
に
関
す
る
講
義

の
あ
と
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
の
調
理
実

習
と
試
食
、テ
ィ 

ー
タ
イ
ム
で
の
情
報
交
換
と
仲
間
づ
く
り
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
祭

り
に
生
か
し
た
い
で
す
ね
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
６
人
に
１
人
が

認
知
症
を
発
症
し
て
い
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
月
22
日
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
。
20
名
が
受
講
し
、

認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

今
後
、
家
事
援
助
、
介
護
・
日
常
生
活
支

援
事
業
に
向
け
た
講
習
会
を
実
施
し
、
会

員
の
就
業
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
内
容
の
充
実
を

図
り
、
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

センターの運営基盤の強化及び事業の普及啓発を図るため、「会員の拡大」「就業
機会の拡大」「地域との信頼の確立」に努めながら事業に取り組みます。

事 業 計 画

交流広場にふれあいの輪を広げましょう

平成28年度　講習会（予定）
　会員の皆さんの安全就業及び知識・技術・
技能の習得、後継者の育成などを目的に講
習会を開催します。ご参加ください。

講習会名 日　程 定　員

網 戸 張 り 講 習 ４月18日 10名
安 全 就 業 講 習 ４月28日 70名
草刈り機械取扱講習 ５月17日 20名
剪 定 講 習 ６月９日・10日 20名
施 設 管 理 講 習 ７月13日・14日 20名
普通救命・ＡＥＤ講習 ９月16日 30名

毛筆宛名書き講習
９月７日・14日
９月21日・28日
10月5日・11日

10名

冬 囲 い 講 習 10月12日・13日 20名
料 理 講 習 12月13日 14名

木 工 講 習
１月12日・13日 10名
１月23日・24日 10名

普通救命・ＡＥＤ講習 １月27日 30名
冬道安全運転講習 １月29日 30名
刃 物 研 ぎ 講 習 ２月22日 10名
機械器具整備講習 ２月23日 20名
木 工 安 全 講 習 ３月16日 10名

下記の講習も予定しています。
自転車整備講習、園芸講習、家事援助講習


